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＜前立腺がん検診とは＞

血液中のＰＳＡ数値をみる。数値が高いとがんのリスクは上がるが、前立腺肥大症や炎症でも上昇する。

＜対象・受診方法＞

５０～７０歳の男性

申込み制検診で申込み　市内委託医療機関　1000円自己負担

＜実績＞

異常なし 前立腺以外の疾患がん疑い 未受診 未把握

利和5年度 198 99 89 10 6 1 1 2

利和6年度 523 267 226 30 18 2 2 1 7

令和6年度より、ＱＲコードによる申込みが可能になったため増加

<課題＞

・国の指針に定められている検診ではないので、科学的根拠に基づいての検診結果とはなっていない。

・対策型がん検診では結果が「異常なし」「要精密」であるのに対し、「経過観察者」が半数前後を占めている。

・前立腺がんは進行が遅い場合（がんであっても経過を見る）が多く、不利益が利益を上回る。

・ＰＳＡ検査ががんに特異的ではない（他の疾患でも上昇する）ため、偽陽性になる可能性も高い。

＜方向性＞

廃止

精密検査結果
受診者数 陰性 経過観察 陽性
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